
 

L # 1の 力学 同じ トンネル の 中心 に 質量はの 質品を
、

キーワード 万有引力
、
単振動 、

衝突 前 問 の 質点 と 同じ位置に 質量m.TT
の 質点 2 を 置く

。

た、凞霰の簶照:鰲鱲 鷹資譱で羸: 衝空

に爨0
'

と
、 単振動 を 始めた 。

した。
質点 2が トンネル

の 単振動 の 周期 を 求めよ 。
地球の から 抜け出すため には

全質量 は M と する
。

m.cm の 関係が どのよう
(2) 質点 の 速さ 。 最大値を求める に なっ ていれば 良いか 求めよ。

Oi た煎照籤𢢫貝さが でき、愛鼠に

R
' 戻って くる こと を 示せ 。

L



 

D 図の ように 質量M 半径 12 の 惑星から
質量 m の 衛星 を 速さWで 打ち出す と

、

だ円 軌道 を 描いた 。
点 A で 衛星の

速さを M から ぴ にすると
.

だ円軌道から

照蠟箋誌 悲〇〇一品で
、

(2) ぴ を a.R.MG を用いて表せ。

(3) だ円 軌道 を 描く 周期が T
、

円軌道
の方 を T' と する とき

、 デを a を 用いて 表せ。 T
'



 

③ 一様 な動下 で (動 加速度 g ) の 同じ上 の 間 に ガスが 得る運動量 を

ロケット を 上向きに 加速させる。 単位時間あたり
、

ot を 用いて 表せ 。

質量 f の 気体 を ロケットに対して 、
相対速度 u や ロケットが 得る 力積 が ガスが ロケット に

で 噴出 し続ける 。 初めの ロケットの 質量を m。

与える 力積 と 等しい こと に 注意 して
.

と い た 0 から 気体を噴出し 始めた と する 。

この ot の 間 の ロケット の 加速度 が体を

求めない時刻 t における ロケット の 質量 mu) は
いくらか 。

* M が
(2) 時刻 t から ttt の 微小時間の 間に

、 g Je
ロケット の 速度 が ひから ひでひに なったとする

。 1 は 相対速度 u
この間 の ロケット の 運動量の 変化 を だい

µ
一

を 用いて 表せ 。


